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鶴
田
町
議
会
議
員

視
察
研
修
報
告
【
産
業
建
設
常
任
委
員
会
】

視
察
先
　
北
海
道
夕
張
市
・
留
萌
市

期
　
間
　
平
成
十
八
年
八
月
十
七
日
〜
十
九
日

参
加
者
　
三
浦
勉
、
澁
谷
光
正
、
新
谷
賢
剛
、
寺
山
隆
勝
　
以
上
四
人

今
回
の
研
修
で
は
、
特
産
物
の
加
工

と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
お
け
る
取
組
と
バ
イ

オ
マ
ス
（
再
生
可
能
な
生
物
由
来
の
有

機
性
資
源
で
、
代
表
的
な
も
の
は
生
ご

み
、
家
畜
排
せ
つ
物
な
ど
）
の
効
率
的

な
利
活
用
事
例
に
つ
い
て
、
今
後
の
当

町
の
行
政
施
策
に
少
し
で
も
反
映
で
き

れ
ば
と
思
い
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

最
初
に
、
特
産
物
の
加
工
と
ブ
ラ
ン

ド
化
の
取
組
に
つ
い
て
、
平
成
十
五
年

か
ら
当
町
産
の
ブ
ド
ウ
を
原
料
と
し
た

ワ
イ
ン
「
丹
頂
の
さ
さ
や
き
」
を
製
造

し
て
い
る
北
海
道
夕
張
市
の
夕
張
市
農

産
物
処
理
加
工
セ
ン
タ
ー
（
夕
張
メ
ロ

ン
ブ
ラ
ン
デ
ー
醸
造
研
究
所
）
を
視
察

し
ま
し
た
。

夕
張
市
は
、
北
海
道
の
中
央
部
よ
り

や
や
南
西
に
位
置
し
、
人
口
は
約
一
万

三
千
人
で
す
。
面
積
の
約
九
割
は
国
有

林
を
は
じ
め
と
す
る
森
林
地
帯
で
あ

り
、
山
や
丘
陵
な
ど
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
札
幌
市
や
新
千
歳
空
港

と
も
比
較
的
近
く
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
気
候
的
に
は
四
季
の
変
化
や
昼

夜
の
気
温
差
が
大
き
い
の
が
特
徴
で

す
。
か
つ
て
は
、
二
十
四
も
の
炭
鉱
が

存
在
す
る
「
石
炭
の
ま
ち
」
と
し
て
栄

え
、
人
口
も
約
十
一
万
七
千
人
ま
で
増

加
し
ま
し
た
が
、
石
炭
か
ら
石
油
へ
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
が
進
む
と
、
夕
張
の

炭
鉱
も
次
々
に
姿
を
消
し
て
い
き
、
平

成
二
年
に
は
す
べ
て
の
炭
鉱
が
閉
山

し
、
石
炭
産
業
は
完
全
に
消
滅
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
石
炭
に
替
わ
る
産
業
と
し
て
観
光

開
発
に
着
手
し
、
炭
鉱
跡
地
を
利
用
し

た
総
合
レ
ジ
ャ
ー
施
設
「
石
炭
の
歴
史

村
」
や
夕
張
メ
ロ
ン
を
原
料
と
し
た
加

工
製
品
の
開
発
、
国
際
映
画
祭
の
開
催

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
産
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
夕
張
メ
ロ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
つ
い
て
で
す
が
、
夕
張
市
で
は
昭
和

三
十
年
ご
ろ
か
ら
自
然
条
件
や
環
境
に

適
し
た
農
産
物
の
振
興
が
模
索
さ
れ
、

地
域
の
特
色
を
生
か
す
と
と
も
に
収
益

性
を
備
え
た
メ
ロ
ン
、
ナ
ガ
イ
モ
、
イ

チ
ゴ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
選
定
し
、
生

産
者
や
関
係
団
体
が
一
体
と
な
っ
た
特

産
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
三

十
五
年
に
は
夕
張
メ
ロ
ン
生
産
組
合
が

結
成
さ
れ
、
昭
和
三
十
六
年
に
赤
肉
で

香
り
が
良
い
ス
パ
イ
シ
ー
種
と
網
目
が

あ
っ
て
甘
み
が
強
い
ア
ー
ル
ス
種
の
交

配
種
と
し
て
夕
張
メ
ロ
ン
（
品
種
名

「
夕
張
キ
ン
グ
」）
は
誕
生
し
ま
し
た
。

網
目
が
完
全
に
外
観
を
覆
い
、
肉
質
は

サ
ー
モ
ン
ピ
ン
ク
、
甘
味
・
風
味
と
も

優
れ
た
一
代
雑
種
で
す
。
以
来
、
良
品

質
の
生
産
技
術
と
農
協
共
販
体
制
の
確

立
に
努
め
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
組
合

員
規
約
に
よ
る
徹
底
し
た
品
質
管
理
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
一
個
一

個
厳
し
く
品
質
を
検
査
さ
れ
、
ク
リ
ア

し
た
も
の
だ
け
が
全
国
に
出
荷
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
贈
答
品
と
し
て
販

売
を
伸
ば
す
な
ど
、
い
ま
で
は
国
産
メ

ロ
ン
の
最
高
峰
と
し
て
君
臨
し
、
夕
張

た
。
主
力
製
品
で
あ
る
メ
ロ
ン
ブ
ラ
ン

デ
ー
は
、
熟
成
を
経
て
昭
和
六
十
一
年

に
初
出
荷
し
、
味
、
香
り
と
も
に
好
評

を
博
し
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十
三
年
に

は
、め
ろ
ん
城
の
第
二
工
場
が
完
成
し
、

ワ
イ
ン
、
ス
ピ
リ
ッ
ツ
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ

ト
製
造
な
ど
本
格
的
な
作
業
が
開
始
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
元
年

に
は
、
夕
張
メ
ロ
ン
や
ブ
ド
ウ
を
原
料

と
し
た
ワ
イ
ン
や
古
く
か
ら
特
産
の
ナ

ガ
イ
モ
を
原
料
と
し
た
ス
ピ
リ
ッ
ツ
が

販
売
さ
れ
、
平
成
二
年
に
は
メ
ロ
ン
ゼ

リ
ー
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
も
、

メ
ロ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
夕
張
ナ
ガ

イ
モ
焼
酎
を
販
売
す
る
な
ど
、
特
産
物

を
原
料
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
製
品

の
開
発
に
成
功
し
、
現
在
は
こ
れ
ら
の

製
品
の
販
売
促
進
に
努
力
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
夕
張
市
で
は
特
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
製

品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
閉
山
し
た
炭
鉱
の
後
始
末
や

観
光
開
発
な
ど
で
多
額
の
負
債
を
抱
え

た
夕
張
市
は
平
成
十
八
年
六
月
に
財
政

破
た
ん
を
表
明
し
、
現
在
は
厳
し
い
状

況
の
中
で
財
政
再
建
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

次
に
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
効
率
的
に
利

活
用
し
た
「
留
萌
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
構
想
」
に
つ
い
て
研
修
す
る
た
め
、

留
萌
市
を
訪
ね
ま
し
た
。

メ
ロ
ン
は
完
全
に
ブ
ラ
ン
ド
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

次
に
、
特
産
物
の
加
工
に
つ
い
て
で

す
が
、
特
産
と
し
て
成
長
し
た
夕
張
メ

ロ
ン
の
付
加
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
た

め
、
昭
和
五
十
四
年
に
夕
張
メ
ロ
ン
ブ

ラ
ン
デ
ー
醸
造
研
究
所
が
設
置
さ
れ
、

世
界
初
の
メ
ロ
ン
ブ
ラ
ン
デ
ー
な
ど
の

研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と

研
究
開
発
を
重
ね
、
新
製
品
の
開
発
に

成
功
し
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
五
十
九
年

に
㈱
石
炭
の
歴
史
村
観
光
が
製
造
免
許

を
取
得
し
、
メ
ロ
ン
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
メ

ロ
ン
リ
キ
ュ
ー
ル
の
製
造
が
ス
タ
ー
ト

し
、
メ
ロ
ン
リ
キ
ュ
ー
ル
は
昭
和
五
十

九
年
よ
り
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

㈱
石
炭
の
歴
史
村
観
光
は
、
昭
和
五

十
五
年
に
「
石
炭
の
歴
史
村
」
施
設
の

管
理
運
営
な
ど
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

第
三
セ
ク
タ
ー
で
、
資
本
金
一
億
円
の

内
訳
は
、
夕
張
市
が
50
％
、
そ
の
ほ
か

に
夕
張
鉄
道
株
式
会
社
、
泉
陽
興
業
株

式
会
社
、
三
井
観
光
開
発
株
式
会
社
、

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
な
ど
一
市

十
企
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
年
に
は
、
夕
張
市
が
事
業

主
体
と
な
り
農
水
省
事
業
の
補
助
を
受

け
た
夕
張
市
農
産
物
処
理
加
工
セ
ン
タ

ー
が
完
成
し
、
緑
の
丘
の
上
に
建
つ
お

城
の
よ
う
な
建
物
は
「
め
ろ
ん
城
」
と

呼
ば
れ
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
製
造
や
酒
類

な
ど
の
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
製
造
工
程
を
見

学
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
昭
和
六
十
年
に
は
、
本
格
的
な

メ
ロ
ン
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
を
販
売
し
ま
し

メロンブランデー

石　炭　博　物　館
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の
ほ
か
の
危
険
ご
み
や
廃
食
用
油
に
つ

い
て
は
、
民
間
業
者
に
処
理
を
委
託
し

て
お
り
、
廃
食
用
油
は
せ
っ
け
ん
と
し

て
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

近
年
で
は
美
サ
イ
ク
ル
館
の
施
設
も
老

朽
化
が
見
え
始
め
、
改
修
が
必
要
と
な

っ
て
き
て
い
る
と
と
も
に
、
併
設
さ
れ

て
い
る
最
終
処
分
場
の
残
余
年
数
も
三

年
程
度
と
な
り
、
そ
の
対
策
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

市
内
に
あ
る
民
間
の
焼
却
施
設
、
破
砕

施
設
、
安
定
型
埋
立
処
分
場
で
処
分
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
処
分

で
き
な
い
下
水
道
汚
泥
な
ど
は
市
外
の

管
理
型
最
終
処
分
場
に
、
ま
た
水
産
加

工
か
す
の
大
部
分
は
市
外
の
肥
料
製
造

会
社
へ
長
距
離
輸
送
に
よ
る
委
託
処
分

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
元
民
間

企
業
が
開
発
し
た
先
進
的
な
バ
イ
オ
マ

ス
処
理
施
設
Ｍ
Ｍ
Ｃ
Ｓ
（
多
目
的
材
料

変
換
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
し
、
持
続
可

能
な
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
留
萌
市

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
Ｍ
Ｍ
Ｃ
Ｓ
は
、
廃
棄
物
を
約

二
一
〇
度
、
二
〇
気
圧
の
高
温
・
高
圧

で
処
理
し
、
効
率
的
に
肥
料
原
料
や
燃

料
に
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
で

き
た
製
品
は
無
菌
化
、
粉
末
化
、
無
臭

化
さ
れ
安
全
で
衛
生
的
で
す
。
平
成
十

七
年
四
月
、
こ
の
Ｍ
Ｍ
Ｃ
Ｓ
二
基
を
備

え
た
施
設
「
留
萌
バ
イ
オ
マ
ス
処
理
セ

ン
タ
ー
」
が
操
業
を
開
始
し
、
下
水
道

汚
泥
、
水
産
加
工
か
す
、
生
ご
み
、
稲

わ
ら
、
籾
殻
、
木
皮
、
木
く
ず
な
ど
、

タ
ウ
ン
構
想
の
第
一
号
と
し
て
全
国
五

市
町
村
の
一
つ
に
選
ば
れ
、
平
成
十
七

年
二
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と
は
、
地
域
関

係
者
の
連
携
の
も
と
に
バ
イ
オ
マ
ス
の

総
合
的
利
活
用
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
、
安
定
的
か
つ
適
正
な
バ
イ
オ
マ
ス

利
活
用
を
行
う
地
域
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。留

萌
市
で
は
、
平
成
九
年
十
月
か
ら

八
種
（
現
在
は
九
種
）
の
ご
み
分
別
を

開
始
し
、
一
般
ご
み
に
つ
い
て
は
分
別

が
徹
底
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十

年
四
月
に
供
用
開
始
さ
れ
た
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
「
美
サ
イ
ク
ル
館
」
で
は
、

バ
イ
オ
マ
ス
の
資
源
化
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

美
サ
イ
ク
ル
館
は
、
高
速
堆
肥
化
施

設
、
固
形
燃
料
化
施
設
、
資
源
化
施
設
、

粗
大
ご
み
破
砕
施
設
、
固
形
燃
料
専
焼

施
設
の
各
施
設
を
一
つ
の
工
場
内
に
集

約
し
、
生
ご
み
、
燃
え
る
ご
み
、
資
源

ご
み
お
よ
び
粗
大
ご
み
な
ど
を
適
正
か

つ
安
全
に
処
理
す
る
資
源
循
環
型
の
施

設
で
す
。
生
ご
み
は
発
酵
・
熟
成
さ
せ

堆
肥
化
し
、
燃
え
る
ご
み
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
固
形
化
し
て
美
サ
イ
ク
ル
館
の

給
湯
、
暖
房
や
施
設
周
辺
の
融
雪
な
ど

の
燃
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。
資

源
ご
み
は
、
瓶
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
ア
ル

ミ
缶
お
よ
び
古
紙
な
ど
種
類
ご
と
に
選

別
さ
れ
、
粗
大
ご
み
中
の
鉄
類
と
と
も

に
資
源
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。
残

り
の
粗
大
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
お
よ

び
硬
質
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
破
砕
し
、
小

さ
く
し
て
か
ら
埋
立
し
て
い
ま
す
。
そ

留
萌
市
は
、
北
海
道
の
西
北
部
に
位

置
す
る
留
萌
支
庁
管
内
（
一
市
七
町
一

村
）
の
中
心
都
市
で
あ
り
、
人
口
は
約

二
万
七
千
人
で
す
。
平
年
の
平
均
気
温

は
約
八
度
、
年
間
降
水
量
は
一
、
二
〇

〇
襦
程
度
、
積
雪
は
約
一
〇
〇
襤
で
す

が
、
山
間
部
で
は
最
大
積
雪
二
五
〇
襤

を
超
え
る
特
別
豪
雪
地
帯
で
も
あ
り
ま

す
。
西
側
は
日
本
海
、
南
北
は
山
や
丘

陵
地
と
な
っ
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
風
光
明
美
な
ま
ち
で
す
。
留

萌
市
の
基
幹
産
業
は
水
産
加
工
業
で
あ

り
、
カ
ズ
ノ
コ
製
造
は
全
国
一
の
シ
ェ

ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
留
萌
港

は
国
の
重
要
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
古
く
は
石
炭
の
積
み
出
し
港
と
し

て
栄
え
、
近
年
で
は
中
国
、
ロ
シ
ア
か

ら
の
木
材
、
魚
介
類
の
輸
入
な
ど
対
岸

貿
易
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

留
萌
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想

は
、
国
が
全
国
の
市
町
村
か
ら
募
集
し

た
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
総
合
的
か
つ

効
率
的
な
利
活
用
を
図
る
バ
イ
オ
マ
ス

さ
ま
ざ
ま
な
バ
イ
オ
マ
ス
の
堆
肥
原
料

化
や
燃
料
の
処
理
が
可
能
に
な
り
、
留

萌
市
の
下
水
道
汚
泥
も
堆
肥
化
処
理
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

留
萌
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の

最
大
の
特
徴
は
、
市
内
か
ら
出
る
下
水

道
汚
泥
や
水
産
加
工
か
す
な
ど
を
Ｍ
Ｍ

Ｃ
Ｓ
で
処
理
し
、
堆
肥
や
燃
料
を
製
造

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
が
、
ほ

か
に
も
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
一
つ
目
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
ガ

ス
化
、
炭
固
形
燃
料
化
）
を
地
域
燃
料

と
し
て
積
極
的
に
利
用
促
進
し
、
化
石

燃
料
（
石
油
な
ど
）
の
削
減
を
目
指
す

な
ど
、
地
域
発
の
地
球
温
暖
化
対
策
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
で
す
。二
つ
目
は
、

廃
熱
を
活
用
し
て
炭
燃
料
を
生
産
し
、

地
域
燃
料
の
ほ
か
、
土
壌
改
良
材
と
し

て
農
林
業
で
の
利
活
用
を
図
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
三
つ
目
は
、
安
全
安
心
な

有
機
農
業
や
地
産
地
消
運
動
を
積
極
的

に
展
開
し
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
促

進
と
市
民
の
「
食
」
を
通
じ
た
健
康
増

進
を
図
る
と
と
も
に
、
地
元
農
業
の
振

興
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
を
推
進
す

る
た
め
、
本
構
想
策
定
の
た
め
の
推
進

体
制
を
母
体
に
、
地
域
の
関
係
者
間
の

協
力
体
制
を
構
築
し
、
地
域
全
体
の
取

組
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

年
間
三
、
六
〇
〇
覈
程
度
あ
る
埋
立

ご
み
の
大
部
分
が
燃
料
化
可
能
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
ご
み
を
極
力
減
少
さ
せ

る
こ
と
で
、
最
終
処
分
場
の
長
期
間
使

用
が
可
能
に
な
る
と
同
時
に
、
ご
み
処

理
に
か
か
る
年
間
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
は

非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
二
酸
化
炭
素
の
大
幅
な
削
減

や
埋
立
に
よ
り
発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス

の
削
減
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
た

熱
利
用
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
企
業
や

専
門
家
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
構

想
実
現
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
進
め

る
と
と
も
に
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
を

図
り
、
温
暖
化
防
止
に
寄
与
す
る
事
業

と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
の
導
入

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
検
討
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、
下
水
道
普
及
に

伴
い
発
生
す
る
下
水
道
汚
泥
や
さ
ま
ざ

ま
な
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
農
業
に
活
用

す
る
な
ど
、
今
後
大
い
に
参
考
に
な
る

取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
し
た
。
以
上
、

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
視
察
し

て
き
ま
し
た
研
修
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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